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復活前第 4 主日／受難節第 3 主日／ 

広島府中教会とのｵﾝﾗｲﾝ礼拝          No. 9 
 

主日礼拝   

 

前奏   

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「主よ、帰って来てください。 

いつまで捨てておかれるのですか。 

あなたの僕らを力づけてください。 

朝にはあなたの慈しみに満ち足らせ 

生涯、喜び歌い、喜び祝わせてください。 

あなたがわたしたちを苦しめられた日々と 

苦難に遭わされた年月を思って 

わたしたちに喜びを返してください。 

あなたの僕らが御業を仰ぎ 

子らもあなたの威光を仰ぐことができますように。 

わたしたちの神、主の喜びが 

わたしたちの上にありますように。 

わたしたちの手の働きを 

わたしたちのために確かなものとし 

わたしたちの手の働きを 

どうか確かなものにしてください。」（詩編 90：13～17） 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 

 

受難節のリタニー 

《受難節第 3 主日》 

司式者：ペトロのように言葉でなくても、私たちは 

行いでイエスさまを否んだことがあります。 
これからはもっと私たちに決心したことを 

行う勇気を与えてください。 

会 衆：主よ、私たちをあわれみ導いてください。 

司式者：ぺトロが、主のためには命も捨てると断言 

しながら、３度もイエスさまを「知らない」 

と否んだことを思いつつ、このろうそくを 

消します。            （消火） 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

聖書 ヨハネによる福音書 6:60～71 
新約(新共同訳) P176～P177 

 

60ところで、弟子たちの多くの者はこれを聞いて

言った。「実にひどい話だ。だれが、こんな話を

聞いていられようか。」61イエスは、弟子たちが

このことについてつぶやいているのに気づいて言

われた。「あなたがたはこのことにつまずくのか。 

62それでは、人の子がもといた所に上るのを見る

ならば……。63命を与えるのは“霊”である。肉

は何の役にも立たない。わたしがあなたがたに話

した言葉は霊であり、命である。64しかし、あな

たがたのうちには信じない者たちもいる。」イエ

スは最初から、信じない者たちがだれであるか、

また、御自分を裏切る者がだれであるかを知って

おられたのである。65そして、言われた。「こう

いうわけで、わたしはあなたがたに、『父からお

許しがなければ、だれもわたしのもとに来ること

はできない』と言ったのだ。」 

66このために、弟子たちの多くが離れ去り、もは

やイエスと共に歩まなくなった。67そこで、イエ

スは十二人に、「あなたがたも離れて行きたいか」

と言われた。68シモン・ペトロが答えた。「主よ、

わたしたちはだれのところへ行きましょうか。あ

なたは永遠の命の言葉を持っておられます。69あ

なたこそ神の聖者であると、わたしたちは信じ、



また知っています。」70すると、イエスは言われ

た。「あなたがた十二人は、わたしが選んだので

はないか。ところが、その中の一人は悪魔だ。」 

71 イスカリオテのシモンの子ユダのことを言わ

れたのである。このユダは、十二人の一人であり

ながら、イエスを裏切ろうとしていた。 

 

賛美 295「見よ、十字架を」 

 

 
 

説教  「弟子＝共に歩む」 
 

賛美 305「イェスの担った十字架は」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

 

後奏  

 

 

司 式：福原 之織 

説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：佐々木 悠 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 
 


